
（仮称）川下・柏木地区における新しい集会施設について（原案） 

 

 （仮称）川下・柏木地区における新しい集会施設は、平成 30 年 9 月 6 日に発生した胆振

東部地震の影響により利用不能となった「川下コミュニティセンター」「柏木コミュニティ

センター」に代わる地域住民の集会施設として、旧浜益スキー場敷地に整備する予定です。 

 また、本施設は、避難所機能に加え、老朽化のため利用を休止している「川下・柏木分団

詰所」及び「実田分団詰所」の機能を統合した複合施設とし、効率的な施設の再配置を目指

します。 

 本施設の整備に向けて、施設の規模や機能、立地場所等について、両地区にお住いの皆さ

まと協議を重ね、準備に努めてきました。 

 これらを踏まえ、施設整備にかかる基本的な事項について定め、今後、具体的な事務を進

めてまいります。 

 

１ 施設計画地 

 （仮称）川下・柏木地区における新しい集会施設の計画地は、旧浜益スキー場敷地内（石

狩市浜益区柏木 279－１）とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 施設の機能 

 （仮称）川下・柏木地区における新しい集会施設には、次のような機能を導入することと

します。 

  〇集会室 

   自治会活動や会議、地域のサークル・文化活動など、様々な目的に応じて活用できる

集会室の機能を導入します。 

   想定面積 75 ㎡程度 

   ※想定設備：暖房機、調理室、食器棚、椅子、テーブル 

（仮称）川下・柏木地区における新しい集会施設 計画地 



 

  〇消防団詰所 兼 避難室及び防災備蓄倉庫 

   平時は消防団詰所として、消防団員の会議・打ち合わせ、訓練等に活用します。また、

災害発生時は、本施設を避難所として活用するため、避難室及び防災備蓄倉庫の機能を

導入します。 

避難室 50 ㎡程度 

防災備蓄倉庫 8 ㎡程度 

   ※想定設備：台所、装備品置棚、アコーディオンカーテン、車両格納庫 

 

３ 施設の概要（想定） 

 面積及び用途 １階 約 110 ㎡ 集会施設 

        ２階 約 90 ㎡ 消防団詰所 兼 避難室、防災備蓄倉庫 

        延べ 約 200 ㎡ 

 構    造 木造 

 階    数 地上 2 階 

 

４ 事業スケジュール（想定） 

 令和 2 年度 令和 3 年度 
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地域との協議、方向性検討 
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